
平成™š年Ÿ月Ÿ日 月曜日 (第œ�˜š号付録) �月目録官 報
七
二
〇

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件

四

四

七
二
一

七
二
二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

四

四

七
二
三

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
法
人
の
保
険
等
の

業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

地
を
変
更
し
た
件

四

六

七
二
四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
関
係

図
書
を
縦
覧
に
供
す
る
件

五

七

七
二
五

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準

第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定

の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め

必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示

の
一
部
を
改
正
す
る
件

六

八

七
二
六

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

六

九

七
二
七

水
先
人
に
免
許
を
与
え
た
件

六

九

七
二
八
e

七
三
〇

土
地
区
画
整
理
事
業
の
関
係

図
書
を
縦
覧
に
供
す
る
件

七

六

七
三
一

国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
金

等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の

一
部
を
都
道
府
県
の
知
事
が

行
う
こ
と
と
な
っ
た
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

七

六

七
三
二

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
第
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
を
失
効
し
た
件

七

七

七
三
三

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
十

九
条
の
四
十
九
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法

第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し

た
件

七

七

七
三
四

長
井
ダ
ム
の
建
設
が
完
了
し

た
件

七

七

七
三
五

土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ

き
事
業
の
認
定
を
し
た
件

八

六

七
三
六
e

七
三
八

船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
型

式
承
認
を
し
た
件

一
一

五

七
三
九
e

七
四
一

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
型
式

の
変
更
を
承
認
し
た
件

一
一

六

七
四
二

国
土
交
通
大
臣
が
適
性
診
断

を
認
定
す
る
件

一
一

六

七
四
三

七
四
四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件

一
三

八

七
四
五
e

七
五
〇

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

一
三
154

二
五

七
五
一

土
地
区
画
整
理
事
業
の
関
係

図
書
を
縦
覧
に
供
す
る
件

一
四

六

七
五
二
e

七
五
四

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

一
四

六

七
五
五

〃

一
五

一
一

七
五
六

都
市
計
画
に
関
す
る
件

一
五

一
一

七
五
七

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

一
五
156

八

七
五
八

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操

縦
者
法
施
行
規
則
第
二
条
第

二
項
第
三
号
の
水
域
を
指
定

す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
九

四

七
五
九

土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ

き
事
業
の
認
定
を
し
た
件

一
九

四

七
六
〇

造
船
業
の
活
力
の
再
生
に
向

け
た
基
本
指
針
を
定
め
た
件

二
〇

五

七
六
一

平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告

示
第
七
百
七
十
二
号
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
〇

六

七
六
二

七
六
三

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

二
〇

六

七
六
四

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
法
人
の
保
険

等
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

二
〇

七

七
六
五

開
発
保
全
航
路
に
お
い
て
確

保
す
べ
き
水
深
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
一

四

七
六
六

平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告

示
第
八
百
八
十
二
号
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
一

五

七
六
七

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
法
人
の
業
務

の
一
部
休
止
を
許
可
し
た
件

二
一

五

七
六
八

七
六
九

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

二
二

七

七
七
〇
e

七
七
五

自
動
車
の
型
式
を
指
定
し
た

件

二
五

四

七
七
六
e

七
八
九

自
動
車
の
装
置
の
型
式
を
指

定
し
た
件

二
六

六

七
九
〇

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操

縦
者
法
施
行
規
則
第
二
条
第

二
項
第
三
号
の
水
域
を
指
定

す
る
件

二
七

九

七
九
一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
と
と
も
に
、
直
轄
砂

防
工
事
を
施
行
す
る
件

二
七

九

七
九
二

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
事

業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た

件

二
七

九

七
九
三

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

二
七
163

二
五

七
九
四

国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
金

等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の

一
部
を
地
方
整
備
局
長
、
北

海
道
開
発
局
長
及
び
沖
縄
総

合
事
務
局
長
に
委
任
し
た
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
七
163

二
五

七
九
五

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

二
八

八

七
九
六

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
の
九
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し

た
件

二
八

八

七
九
七

船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
二

条
第
二
項
第
六
号
の
水
域
を

指
定
す
る
件

二
八

八

七
九
八

小
型
船
舶
登
録
規
則
第
二
条

第
五
号
の
水
域
を
指
定
す
る

件

二
八

八

七
九
九

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
法
人
の
業
務

の
一
部
休
止
を
許
可
し
た
件

二
八

八

八
〇
〇

信
号
符
字
を
点
附
し
た
件

二
九

七

八
〇
一

信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
件

二
九

七

八
〇
二

船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し

た
件

二
九

七

八
〇
三

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
事

業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た

件

二
九

八

八
〇
四

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

二
九
165

J
I
I

八
〇
五

漁
業
経
営
の
改
善
及
び
再
建

整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法

第
十
三
条
第
一
項
の
職
業
転

換
給
付
金
の
支
給
基
準
に
関

す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
算
定
方
法
を
定
め
る
件

二
九
165

J
I
I

八
〇
六

船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に

関
す
る
国
際
協
定
の
締
結
等

に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法
を

定
め
る
件

二
九
165

J
I
I

八
〇
七

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法
を

定
め
る
件

二
九
165

J
I
J

八
〇
八

船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に

関
す
る
本
州
四
国
連
絡
橋
の

建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期

航
路
事
業
等
離
職
者
の
再
就

職
の
促
進
に
関
す
る
省
令
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法
を

定
め
る
件

二
九
165

J
I
J
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